
(平成30年6月作成)

事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画
・狂犬病予防事業
（予防注射、犬の登録管理、飼い主のモラル向上のため
の啓発）など
・浸水家屋等での感染症予防にかかる消毒
・火災等による災害廃棄物の処理支援
・あき地の雑草等の除去指導
・死亡した小動物の処理

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

犬の新規登録
271頭・813千円収入
狂犬病予防注射
3,366頭・3,853千円収入
迷い犬一時保護　8回
蜂の防護服貸出（有料）
82件・82千円収入
災害廃棄物処理支援
2件・2,112千円
あき地雑草対策状況調査委
託　70千円
・6月通知発送　1,932件
・条例に基づく文書発送504件
・対応案件　885件
死亡した小動物の処理　76件
特定外来生物駆除（アライグ
マ等捕獲檻無料貸出）36件

犬の登録、狂犬病予防注射、
迷い犬一時保護、蜂の防護服
貸出、災害廃棄物処理支援、
あき地雑草対策、特定外来生
物駆除、死亡した小動物の処
理

H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画) H.33年度(事業計画)

犬の登録、狂犬病
予防注射、迷い犬
一時保護、蜂の防
護服貸出、災害廃
棄物処理支援、あ
き地雑草対策、特
定外来生物駆除、
死亡した小動物の
処理

犬の登録、狂犬病
予防注射、迷い犬
一時保護、蜂の防
護服貸出、災害廃
棄物処理支援、あ
き地雑草対策、特
定外来生物駆除、
死亡した小動物の
処理

犬の登録、狂犬病
予防注射、迷い犬
一時保護、蜂の防
護服貸出、災害廃
棄物処理支援、あ
き地雑草対策、特
定外来生物駆除、
死亡した小動物の
処理

事業内容

(H.30)No. 1083 (H.29)No. 1083

事務事業名 環境衛生費
会計区分 事業コード 252501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

衛生費 環境衛生費

担当部局名 担当室名 室長名 保健衛生費 （小事業名）

良好な地域環境づくり ・浸水家屋等での感染症予防に係る消毒、死亡した小
動物の処理等により清潔で安全な公衆衛生を図ります。
・狂犬病予防法に基づき狂犬病の発生予防や犬を原因
とする危害防止を図るため、県と連携して狂犬病予防思
想の普及に努めます。
・あき地の適正管理により快適な生活環境の確保を図り
ます。

施 策 環境保全

重点プロジェクト

地域環境部 環境対策室 海野　隆広 環境衛生費 環境衛生費

総
合
計
画

政 策 美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)

H.33年度(計画予
算)H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 5,594千円 4,429千円 4,429千円 4,429千円

H.29年度（決算見込） H.30年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

4,429千円

人
工
数

職員 1.14人

国･県支出金

4,546

内
訳

(
千
円

)
その他（狂犬病手数料 他）

9,870千円 9,870千円 9,870千円

①+②総事業費 0千円 14,354千円 14,299千円 14,299千円 14,299千円

0千円 9,870千円

0千円 14,299千円

②概算人件費 0千円 8,760千円

1.29人 1.29人 1.29人

臨時職員等 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人

1.29人

0.18人

地方債

4,429 4,429 4,429

一般財源 0 1,048 0 0 0

4,429

0 0

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

継続（拡大）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

前年度から継続して、保健所と連携し、狂犬病予防注射接種率の向上及び迷い犬対策のため
の鑑札・注射票の首輪への添付啓発を行います。
また、野良猫対策として、動物愛護団体や保健所との協働による、地域猫事業推進に努めま
す。
地域と連携しながら、あき地の雑草等について所有者に除去を促します。

第三次なばり快適環境プラン

４．担当室による事務事業の点検

狂犬病予防法に基づく登録、狂犬病予防注射接種率向上、犬の飼い方指導等の啓発として、とれたて！なばり2017において、獣医師・県職員と
共にステージイベントを行いました。犬の鳴き声や猫に関する苦情に対し、広報なばりやＨＰでの啓発はもとより、都度、飼い主への指導に努めま
す。野良猫については、動物愛護団体による里親さがし、地域猫事業の推進に協力しています。
あき地の適正管理については、条例に基づく文書等による指導と共に、一部地域と連携して対応しています。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


